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概要：大阪大学の基本方針
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世界的な研究型総合大学「世界適塾」

「物事の本質を見究め、世界に羽ばたく」

大阪大学未来戦略機構の創設

◆戦略企画室の設置

■大学の有する教育・研究資源を的確に

把握し、戦略的大学経営に資する様々な

データの収集、調査、分析、提供、提言を

効率的・効果的に行う

I R（機関研究）チームを組織

本質を究め未来を創造する研究

◆大阪大学の最先端研究に対する支援

■リサーチ・アドミニストレーターを充実させ、

最先端研究プロジェクト推進のための大型

資金の獲得や研究環境の整備等を支援

世界トップ10を目指す



URAが配置されている組織の位置付け
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本部URAと部局URAの関係

研究科

大型教育研究
プロジェクト支援室

本部URA（平成２７年４月予定）

本事業 ２名
研究大学事業 ６名
自主経費 ８名

大学本部が関わる研究の
高度化・効率化を推進

研究科
研究科

附置研究所
附置研究所
附置研究所

URA
URA関連職

研究者
事務職員

研究プロジェクト
研究プロジェクト
研究プロジェクト

URA
URA関連職

研究者
事務職員

研究科
URA

URA関連職
研究者

事務職員

吹田本室 ＋ 豊中分室

大学本部

部局等
本部ＵＲＡは部局のＵＲＡ体制の整備と

ＵＲＡ業務の質の向上に寄与
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URA職の定着に向けた取り組み

１．URA活動の学内外への
周知と啓発

２．URAの研修・教育プログ
ラム

３．URAの職種の検討

４．URA個人評価の試行

◆大阪大学URAシンポジウム（2013年8月）、

URA整備事業報告会（2015年3月）の開催

◆メールマガジンの発刊（2013年10月より毎月１回）

◆活動内容と経験知の他機関への紹介(講演、副読本)

◆他大学URAインターンの受入

◆RA研究会、URAシンポジウム企画への参加

• 第３回URAシンポジウムの開催担当

◆URA整備事業の研修・教育プログラム作成に協力

◆学内ＵＲＡの研修• セミナー等の実施

◆URAキャリアパスの検討

◆第３の職種として制定へ

◆年間業務目標の設定、自己評価、面談による評価シ

ステム
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実施しているURA業務
１．研究戦略立案のための情

報収集と解析

２．全学的プロジェクトに対す
る支援

３．研究プロジェクト等に対す
る支援

４．国際対応のURA業務

５．リサーチ・アドミニストレー
ションの全学展開

◆研究の強みの発見、研究戦略の企画支援
◆人文・社会系支援に関する国内外の調査

◆体制作り、申請書作成、ヒアリング準備、採択後
の立上げ等
• 博士課程教育リーディングプログラム
• 研究大学強化促進事業

◆競争的資金公募情報の収集、学内への周知
◆大型科研費、CREST、さきがけ、ALCA、学振特別
研究員等の応募支援
• 応募書類の内容チェックとアドバイス
•模擬ヒアリング、模擬面接

◆国際共同シンポジウムの開催支援
◆国際共同研究の企画支援
◆外国人研究者への英語による情報提供

◆部局配置のURA（類似職）との情報交換
◆セミナー等によるFD、SD活動

◆アウトリーチ活動の普及のための指導



URAの業務内容と活動の効果
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URAによる企画
（国際的研究力の強化のため）

URAによる企画
（FDやSD） 大学の企画
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URAのキャリアパス

大型教育研究プロジェクト支援室を中心としたURAのキャリアパス大型教育研究プロジェクト支援室を中心としたURAのキャリアパス

博士課程
修了者

産業界や研究機関の
研究者

教員

事務職員

学内の他の部署のURA

他機関のURA

副学長

ファンディング
機関のオフィサー等

ファンディング機関の
経験者

ＵＲＡの育成とキャリアパスの検討のために
キャリアへの入口の多様性は、本事業と
研究大学強化促進事業を合わせて網羅

キャリアの出口は学内であることが望ましい
ＵＲＡは高度なマネジメント情報に接する
機会が多いため、学内に留まってほしい
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URAチーム：多彩、多才なメンバー

大阪大学URA体制の概要
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●本部にURAを配置する

●部局には、部局の裁量でニーズに合ったURA（関連職を含
む）を置く

●本部は部局URA体制の整備に貢献する

●本部と部局のURAは情報交換を行い、必要に応じて協力し
合う

●アドミニストレーション業務はチームが行う

●複数のURAが複数の業務を担当する


